
数学３ ８章 標本調査「標本を取り出し整理すること」＜応用問題①＞

組 番 名前

箱の中に同じ大きさの赤玉がたくさん入っています。この中に赤玉と同じ大きさの白玉を９０個入

れ，よくかき混ぜてから無作為にいくつかとりだしたら，その中には白玉が６個入っていました。こ

のことから，箱の中の赤玉は全部で何個であったか推測するとき，次の問いに答えなさい。

(１) 無作為にとりだした玉の個数が７０個のとき，箱の中の赤玉は全部で何個であったと推測され

るか答えなさい。

(２) 箱の中の赤玉は全部で、およそ７５０個と推定されたとき，無作為にとりだした玉の個数は何

個であったか答えなさい。

（３）無作為にとりだした玉の個数がｙ個のとき，箱の中の赤玉の個数がおよそｘ個と推定されると

して，ｙをｘの式で表しなさい。



数学３ ８章 標本調査「標本を取り出し整理すること」＜応用問題①・解答＞

(１) およそ９６０個 (２) ５６個

（３） ｙ＝ ｘ＋６
１
１５

【解説】

(１) 箱に入っていた赤玉の数をｘ個とすると， (赤玉の数)と(白玉の数)との比は

ｘ：９０ ＝ （７０－６ ：６ だから，）

(母集団の比) (標本の比)

ｘ：９０ ＝ ３２：３

３ｘ ＝ ９０×３２

３ｘ ＝ ２８８０

ｘ ＝ ９６０

(２) とりだした玉の個数をｙ個とすると， (赤玉と白玉の合計数)と(白玉の数)との比は

（７５０＋９０ ：９０ ＝ ｙ：６ だから，）

(母集団の比) (標本の比)

９０ｙ ＝ ６×８４０

９０ｙ ＝ ５０４０

ｙ ＝ ５６

(３) (赤玉と白玉の合計数)と(白玉の数)との比は

（ｘ＋９０ ：９０ ＝ ｙ：６ だから，）

(母集団の比) (標本の比)

９０ｙ ＝ ６（ｘ＋９０）

９０ｙ ＝ ６ｘ＋５４０

１５ｙ ＝ ｘ＋９０

ｘ－１５ｙ＋９０ ＝ ０

ｙ ＝ ｘ＋６
１

１５



数学３ ８章 標本調査「標本を取り出し整理すること」＜応用問題②＞

組 番 名前

，ある市内の中学生６０００人から

４００人を標本として選び，１日の 階級 分未満 分以上 分以上 分以上60 60 120 180
家庭学習時間について調査を行った (分) 分未満 分未満120 180

， 。ところ 右の表のようになりました

この結果を使って，次の問いに答え 度数 １０４人 １８０人 ７２人 ４４人

なさい。 (人)

(１) この市内の中学生６０００人のうち，１日の家庭学習時間が１８０分以上の生徒は何人いる

と推測できるか答えなさい。

(２) この市内の中学生６０００人のうち，１日の家庭学習時間が１２０分未満の生徒は何人いると

推測できるか答えなさい。



数学３ ８章 標本調査「標本を取り出し整理すること」＜応用問題②・解答＞

(１) およそ６６０人 (２) およそ４２６０人

【解説】

6000 660(１) 母集団の相対度数は標本の相対度数と等しいと考えられるから， × ＝

120 104+180 284 6000 4260(２) 標本では， 分未満の人数は ＝ 人だから， × ＝

400
44

104+180
400


